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目 的
科連第32巻 (1984)1〉におし、て， rMunchener funktion-
elle Entwicklungsdiagnostik 2 und 3 Lebensjahr 
experimental Fassung 1977 Hand weisungl>C以刊4
法と略す)と rManualfor the BayJey Scales of 
Infant DevelopmentJ 3)(以下B法と略す)両者の比較
検討から，より実施が容易で判定に客観性のある 1・2
歳児の粗大通勤評価法の再編成を行い， M-B法と名付
けた。
本研究では、正常 1・2歳児にこのM-B法を実施し，
50%通過月齢を求めたうえで，実施項目の有用性につい
て判定し，評価の優れた項目を選定する。
対 象
大阪市内の 6私立保育所に通所する幼児269名(男児
142名，女児127名)を対象とする。検査は，昭和59年
7月から12月までの6カ月間，各保育所において3カ月
間隔で 2 回実施した。対象児の64~ぢ (171/269)が 2 回
検査をうけている。(表1)対象児の年齢は満10カ月か
ら43カ月児で，のべ検査回数は434回である。(表2) 
方 法
検査は， 子どもが相互に行動を誘発すると考えられる
人数 2歳半までの子どもであれば5，6名， 2歳後半
以降の子どもであれば10名をグループとし集団実路した。
足の機能を充分発揮できるよう，検査中は素足Kさせた。
判定は現場でチェックすると同時に、ナショナノレビデオ
カメラ(VHS)を約 3-5m離れたと乙ろに設置して
記録し，後日判定の確認をした。また。集団内の個々の
子どもを区別するため，対象児κ配色の異なる帽子をか
ぶせた。
保育所の先生には，検査項目を順lζ奮いた紙を配付し，
表 1 保育所glJ検査人数およびのベ検査回数
保 三同"" 所 1 {検Bの 検2 査回 人数計 のべ検数み査 査回
I 保育所 7 32 39 71 
M 2保 育所 14 33 47 80 
MO保 育所 30 15 45 60 
MA保育所 9 26 35 61 
M 1保育所 33 52 85 130 
M H保育所 5 13 18 32 
E十 98 171 269 434 
前もって実施内容を説明した。 検査者の誘導lζのれない
年少の子どもは，担任の先生により誘導された。
実施項目は後述の表 3Iζ記す。現場では、子どもの反
応に合わせ，能率よくデータが集収できるように項目を
組み合わせた。主として，まずH階段項目から入り， IV 
創回選， 1 歩行， 回パランス， V姿勢変換の1頃Ir観察した。
実施法については.本紀要第32巻を参照されたい。
果結
( 1 )50~雇通過月齢
各項目について，月齢乙とに通過率を算出した。式を
次lζ示し，詳細は資料として論文末尾に付す。
項目の評価が(刊の人数通過率= ---- x 100 
項目の評価が(甘の人数十項目の評価が←)の人数
[%] 
50%通過月齢とは，それ以後の通過率が50%を超える
??? ，? 、
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月献である。すなわち，その月齢Kおいて過半数の対象 考えていたが，症例が10名程度で少ない月齢があり不礁
が評価(+)となり，それ以後も通過率が50%を害IJらない状 突なため今回評価は行わなかった。各項目について，
態にある。 本研究で得られた50~ぢ通過月齢と，対応するM法 .B法
また，正常児の境界として90%通過月齢を求めたいと の505ぢ通過月齢を示す。(表3) 
l 歩行の509ぢ通過月齢について。 1盆ど主主は未歩
表2 月齢 ・男女別検査回数 行の子どもの人見知りが強く誘発を嫌がるため評価して
k込を 男 女 3十 表3 本研究と M法、B法の50%通過月齢(カ月)
10 1 2 区分 項 目 本研究 M 法 B i.土
11 2 l 伝い歩き 評価せず 9.5 
12 5 3 8 I 2 ひとり立ち5秒 1 11.6 3 独歩3歩 13 11.7 
13 2 2 4 
14 4 2 6 
15 7 8 
w 4 独歩10歩 13 12.6 一5 後ろ3歩 14 11 14.6 
行 6 うまく止まる 17 13.6 
7. 10岨幅5歩 33 30 
16 9 5 14 
8 つま先少 24 32 25.7 
17 7 3 10 l 界りa.遣う 10 
18 2 3 b. 座った姿勢 みられず
19 10 9 19 
E C. 両手でてすり 19 15 
d. 片手 ・1段両足 25 18 
20 8 6 14 e. もたず ・l段両足 27 25.1 
21 10 3 13 
f.片手・ I段1Ji! 34 26 
g. もたず ・I段 l足 >30 
22 7 8 15 階
2. mり
23 7 6 13 a.遣う 13 
24 9 8 17 b. 座った~鈴 19 
C. 両手でてすり 21 17 
25 14 6 20 段 d 片手 ・1段両足 22 19 
26 7 8 15 
e. もたず・ i段両足 27 25 26 
f 片手.1段1足 42 28 
27 7 14 21 g. もたず・ 1段1足 42 
28 14 10 24 1 ボー ル園陸り 16 15 
29 6 10 16 2. つかまり2秒片足立ち 19 25 3. つかまらずl砂片足立ち 25 25 22.7 
30 5 12 17 皿 4. つかまらず2秒片足立ち 37 
31 8 8 16 
5. ケンケン2回 38 >30 
/、z 6. ケンケン3回 39 
32 9 3 12 7. 平均台
33 8 3 11 
フ a 片足おく 16 17.8 
b 両足瞬間おく 23 
34 5 8 13 
ン C. 両足で2秒立つ 25 24.5 
d 片足台、片足WCffi< 23 20.6 
35 11 8 19 ス e. カニの愉歩き 26 
36 13 5 18 
f 前後の足ずらし歩く 33 
g. 台ICのり l歩出す 31 
37 12 9 21 h. 3歩台上あるく 34 >ao 
38 9 10 19 
39 5 7 12 
40 5 5 10 
L 両足とぴ 24 27 23.4 W 2. 1I安の高さから 25 24.8 
銚 3. 2段の高さから 28 28.1 錨 4. 3段の高さから 31 
41 6 7 13 V ¥. 中腰IC:なり'$L位 13 13.3 
42 4 3 7 ~ 2 仰臥からSI.位
43 。 2 2 " a. ~臥K寝返る 13 12.6 変 b. 側方IC:向く 評価不可 21.9 
3十 230 204 434 倹 C. 座位まで前方 >42 >30 
(2 ) 
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いなし、。 2ひとり立ち 5秒は1カ月， 3独歩3歩は13カ
月， H1t歩10歩は13カ月， 5後ろ 3歩14カ月， 6うまく
些ゑ17カ月， 7旦旦巨立$33カ月。8-:>主主主主24カ
月であった。
H 階段の50必通過月紛について。1互主では a道
うは10カ月， b ~った姿勢で昇るのはみられない。 c 両
手でてすりもつは19カ月 d片手でてすりもち l段両足
は25カ月 eてすりをもたずfC1段両足は27カ月 f片
手でてすりもち l段 l足は34カ月 gてすりをもたずK
l段l足は43カ月以降であった。 2降りでは a這うは
13カ月 b座った姿勢は19カ月 c両手でてすりもつは
21カ月 d片手でてすりもち l段両足は22カ月 eてす
りをもたずに l段向足は27カ月 f片手でてすりもち l
段l足は43カ月以降， gてすりをもたずに l段 l足は43
カ月以降であった。
朋 バランスの509ぢ通過月齢について。 1ボーノレ蹴り
は16カ月， 2つかまり 2秒片足立ちは19カ月 3-:>主活
らず l秒片足立ちは25カ月， 4つかまらず2秒片足立ち
は37カ月， 5ケンケン 2固は38カ月， 6ケンケン3副は
39カ月であった。 7平均台では a片足を台におくは16
カ月 b両足を一瞬でもよいから台にのせるは23カ月，
c両足で2秒台にのるは25カ月 d片足を台，もう片足
を床におき歩くは23カ月 eカニの横歩きは26カ月，f 
前後の足をずらして歩くは33カ月， g台l乙のり .後足を
l歩前へ出すは31カ月， h3歩台上をあるく(台lとのり
2歩交互に足を出し歩く)は34カ月であった。
W 跳躍の50%通過月齢について。 1両足とびは24カ
月， 2 1 段の高さからのとびおりは25カ月. 3 2段の高
さからのとびおりは28カ月. 4 3段の高さからのとびお
りは31カ月であった。
V 姿勢変後の509ぢ通過月齢について。 1中腰になり
立ちあがるは13カ月.2仰臥から立位.a腹臥に寝返るは
13カ月 b側方iζ向くは今回判定しがたかった。 c~位
まで前方43カ月以降であった。
M法， B法の項目と比較すれば，本研究50%通過月齢
で20カ月未満の項目は，ほとんどがM法，あるいはB法
の通過月鈴と O土1カ月の差である。 20カ月をすぎても
差異は 0-:%:3カ月に留まる。土 4カ月以上の差異のあ
る項目は次の7項目である。
r 1-8つま先歩きJは本研究と他の 2法では，誘発の
しかたが異なる。 M法は子どもに例示し床を歩かせる。
B法は子どもに例示し10フィー卜線を歩かせる。本研究
では，例示fC加え子どもの樋K触れて動作を誘発しセラ
ピイマットの上を歩かせた。床面をつま先歩きの例示の
みで誘発したM法32カ月に対し，本研究では24カ月と 8
( 3 ) 
カ月早く通過がみられた。
r n -1 -c両手でてすりをもち昇るJはM法15カ月κ
対し，本研究19カ月で4カ月の遅れ rU -1← d片手 ・
l段両足昇る」では 7カ月の遅れ.rn-1-f片手 ・
l段 l足昇るIでは8カ月の遅れ，rU-2-c両手で
てすりもち降りる」では 4カ月の遅れ， r日一2-f片
手l段・ l足降りるJでは14カ月以上の遅れがみられる。
乙れは用具規格の違いが月齢差となっている。 M法で
は，脅通の屋内階段を昇降させているのに対し，本研究
では，通常の階段の上限である高さ18cm.奥行30cmの3
段階段を用いている。子どもの日常の姿をうまく引きだ
せていない階段セットであり，今後規格を小さくする配
慮が必要であろう。しかし， rII-1-eもたず 1段両
車昇るjではB法25.1カ月に対し本研究は27カ月.r r -
2-eもたずl段両足降りる」ではM法が25カ月. B法
が26カ月κ対し，本研究は27カ月と差異が少なし、。どの
ような規定の階段であろうと補助のない 1段両足昇a降が
25カ月から27カ月の聞にできると考えられる。
「皿-2つかまり 2秒片足立ちjはM法25カ月lζ対し，
本研究19カ月と 6カ月早くなっている。検査を重ねるう
ち，子どもに繍Jl}Jを持つことと脚をあげる乙との2つの
指示が同時に入りにくく， て子どもが戸惑い自信をなくし，
次の課題への意欲が低下する心配がでてきた。乙のため
検脊期間の中途より実施する乙とをひかえている。全体
として本項目の通過月齢算出のためのデータ数は少なく
結果に疑問が残る。
( I)項目に関する検討
乙こでは.①実施法が子どもに理解されにく b、。②評
価が明確でなし、。③内容の類似した項目が他にみられる。
3つの条件にあてはまる項目を削除し，④改良を要する
項目を提起する。
①実胞法が子どもに理解されにくい項目は.r r -7 ， 
10cm幅5歩JrII-2つかまり 2秒片足立ちjの2項目
である。 1-7項目では.iOcm幅の紙上を子と‘もに歩か
せる検査の意図が埋解できないために，評価が←)になる
初lがある。 ]-2項目では，片手で援にもたれる乙とと，
片足をあげる乙との2点が同時に理解できず，とまどう
年少の子が多くみられた。また.補助により身体を支え
るのがうまい子どももいれば，逆lζ手を固定する乙とで
緊張し検査者の指示が入らない子もいた。
②評価が明確でない項目は， r 1 -6うまく止まる」
である。 ζの項目は，離れたところのボーノレを取りに行
かせて走行抑制をみる。うまく止まれたかとうかの判定
は主観的な部分が大きし不適応と判断した。
①内容の煩似した項目が他にあるため削除できる項目
?
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は，i 1 -4独歩10歩，Jill-1ボー ル目標りJi m -6 
ケンケン3回Ji皿-7-b手均台両足瞬間Jirv -4 3段
の高さからのとびおりJiN-1中腰になりたちあがる」
の6項目である。 [-4は独歩3歩と通過月齢Ic.大差な
くJI-3独歩3歩」を独歩の定義と考える。町一 1ボー
ル蹴りは， 一瞬片足で身体を支えるかどうか判定する項
目とみなし， ill-7-a'l-均台で片足をおく」項目で
同様の状態か観察できると考え削除する。 1lI-6はケン
ケン2固と大差がないため，田一 7-bは両足で2秒立
つ項目と大差がないため削除する。1V-4はとぴおりが
2段の高さ (36cm)の評価で充分であり， 3段目からの
とびおりは安全性の函でも削除してよいと考える。 v-
1はv-2-a仰臥から腹臥に寝返って，はらばL、から
足を体幹にひきょせ立位になる動作と類似しているため
削除する。
@改良を要する項目は iV-2仰臥から立位」である。
本研究では，チどもに起きるよう乙とばで誘導し，行動
観察しているが，起きあがり方を具体的に例示してみせ
るなど検査の意図により合うよう工夫する必要がある。
乙のため今回は分折に加えなかった。
日己の10項目をのぞき.評価が優れていると与えられ
る30項目の通過月齢を図 Ilc.示す。
考 察
1 • 2歳児は，人見知りの強い年齢であるため，倹査
者と幼児のラポートをもっζとはしばしば困難である。
認知，操作の検査では母観の膝』ζ座らされ安定して行え
ても，粗大運動では綴から離れて実施主れるため不安に
なる。本論文の目的とするととろは.j • 2歳児が日常
的IC発探している運動能力の月齢別発達をとらえようと
，することから，検査場面や実施方法にかなり注意をそそ
いだ。方法ですでに述べたように検査者が対象児の通う
保育所，すなわち子どもにと って受持ちの先生や友達の
いる慣れた場面で検椛を実施した。誘発についても自然
な動きを引きだせる用具や状況を考えた。
また，実施にあたっても検査者の指示内容が充分理解
できるように，つま先歩きや片足立ちでは例示誘発のみ
ではなくて，幼児の筒や足に触れる乙とにより動作を開
解させた。両足とびでは線を提示する乙とで銚ぶζと
が子どもにはっきり示された印象がある。階段昇降で
は，最終的IC階段セットの片側のですりを取り除き.補
助のあるなしを子どもにわかりやすく示せた。 1• 2歳
児の粗大運動を評価するうえで，実施は41ζ乙とばやOlJ
示による誘発だけではなく，用具が検貸の意図を明確に
示し，例示が目の前で消え去っても，動作の記憶の手が
( 5 ) 
かりとなる線や用具が示されたり，身体iζ接触されたり
して，誘発が強化されるべきだと巧ーえる。
今回M-B法を現湯で実施して，不適当あるし』は重復
している項目を削除した妓りの30項目それぞれについて
0%， 509杉，10090通過月齢を図 lにまとめて示した。
ζの図をもとに 1歳前半，後半，2由主前半，後半の幼児
の平均的連動発達を錨写すると次のようになる.
1歳前半 :前方のみならず後ろへの歩行が可能になり，
O歳期に比べて行動範聞が拡大する。階段ではすべての
子どもが追って昇り降りできるようになる。バランスで
は片足立ちはまた.できないが，平均台の上に片足を一瞬
おく乙とができる。
1歳後半・階段ではてすりを両手でもち昇り降りする。
片手でてすりをもち降りる乙ともできる。てすりの補助
があれば立位姿努で昇降できるようになる。平均台では，
片足を台におき.もう一方の足をb択におき台を歩く。 l
歳後半では. ¥[位望号勢で障害物をのり乙える子どもの盗
がみられる。
2歳前半:歩行では，つま先立って歩く乙とができる。
階段では，てすりをもたずに l段ζと両足をそろえて昇
り降りできる。対象児の全員がとにかく立位姿勢で階段
の昇降をする乙とができた。バランスでは，補助なしで
片足立ちがl抄でき，平均台iζ両足を台の上におき立位
を2秒保持できたり，カニのように台上を繊歩きする。
跳躍の進歩は著しく.両足とびだけでなく階段の l段，
2段の高さからのとびおりができる。
2歳後半 .つま先歩き 3歩は.ほぼ全員できるように
なり， 1 • 2歳期の歩行の項目は完成する。階段では，
片手をてすりに触れ交互に足をだし l段 l足で昇るが，
同じ水筆で降りるものは過半数に述しなし、。平均台では，
前後の足をずらしながら台上を進んだり.交互に足を出
し3歩以上歩くようになる。跳践ではすべての対象児が
1段の高さからとびおりた。
3歳をすぎるとすぐに，繍助なしで片足立ちが2秒以
上でき .ケンケンが2回以上できるようになる。
次Ic.表4に「乳幼児精神発達診断法l)c以下津守式
とよぶ)， i途城寺式乳幼児分折的発達検査法l¥以下遠
城寺式とよぶ)上記2法の項目と本研究の項目を比駁す
る。月自信区分は 1i設から3歳のレベルで.津守式が， 12， 
15， 18， 21， 24， 30， 36の7レベル.遠城寺式が， 12， 
14， 16， 18， 20， 22， 24， 27， 30， 33， 36のI1レベルと
なっており.刀齢区分が1カ月ごとの本研究との厳密な
比較は難しし、。しかし， 2法は保育者からの問診をとり
入れ日常生活状況をよく反映しているものである。これ
ら2法の通過月齢と本研究の通過月齢は.ほとんどの項
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表4 津守式、逮城寺式との比較 階段の昇り降りでは，月齢の長ずるにしたがって熟注し
( )内は検査法の通過率を示す てし、く織子がみられる。平均台では挑戦の仕方に個人差
項 自 本研究 津守 遠城寺( 50紛 (60%) 
独 歩 3 歩 カ月 カ月13 15 
つま先歩き 24 21 
片手でてすりもち、 l 
25 21 段両足のぼる
階
片手でてすりもち、 l 
22 21 段両足おりる
てすりもたず、 l段両
27 30 足のぼりおり
段
てすりもたず、 l段1
>42 36 足のぼる
片足立ち 2秒 37 
雨 足 と び 24 24 
制 M-日法の月齢区分は 1カ月ごと。
iU守の月齢区分は、12・15.18・21・24・30・36
迫誠司干の月齢区分は、 12・14・16・18・20・2・24・
21・30・3・36である。
(50%) 
カ月
12 
18 
27 
33 
24 
目で大差がないので，本研究は l・2歳児の日常の粗大
運動能力をひきだせたといえよう。
ほとんどの項目は， 2法と 0-土4カ月と大差はない
が，乙乙で左異の大きなものは階段項目である。「片手
でてすりもち l段両足のぼるJでは，津守式は21カ月，
遼減寺式は18カ月，本研究25カ月と遠滅寺には 7カ月遅
れる。また， iてすりをもたず i段 l足のぼる」では，
津守式は36カ月，遠城寺式は27カ月iζ対し，本研究では
42カ月児の過半数が未通過であった。乙れは，本項目に
おいて規定の階段セットが屋内階段より大きく子どもの
能力はひきだせていないζとを示唆するが，逆ILi片手
でてすりもち 1段両足おりるJiてすりをもたず l段両
足のぼりおりJでは差異が小さく，検査場面では昇りよ
り降りの方が粗大運動能力を階段セットがひきだしやす
いことがわかる。また， 30カ月近い子どもはどのような
規定の階段であろうと補助なしに昇降できる ζとがわか
る。
本研究は.保育所で毎日専門家によって観察され発達
K障害がないとみられる子ともについて検査を実施した。
個人差は， ~1 の 0 ，印， 1∞%通過月齢が示している。
周具で運動技能の熟透をみる階段と平均台を比べると，
が大きいと受けとれる結果が示された。全体的にも， 1 
歳後半から 2歳後半の l年聞における粗大逐動発途は，
個人差が非常に大きい乙とが明らかである。とのζとは
組大運動能力が，暦年齢以外Ir身長，体重，健康状態な
どの妥因が複雑に関与している乙とを示唆している。さ
らに階段や平均台などは，経験の有無や生活空間状況か
らも司王轡されるであろう。したがって保育者は.乙うし
た組大巡動を 1・2~長児iζ遊びの中で経験させるよう工
夫するととが望ましいといえよう。
(6 ) 
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要 約
本論文は，本紀要第32巻(1984)で報告した， 1 • 2 
歳児の粗大巡動発達評価法 (M-B法)を現湯で実胞し、
各項目についての有用性ならびに50~ぢ通過月齢を求めた。
対象児は，大阪市内にある 6つの私立保育所通所児10カ
月から43カ月の269名で，のべ検査回数は434聞である。
M-B法の設定検査項目数は40であるが，そのうち実
胞が容易で評価の客観性が高い30項目，およびその50%
通過月齢を以下iζ示す。
I 歩行
1 ひとり立ち5秒11カ月， 2 独歩3歩13カ月， 3 
後ろ3歩14カ月， 4 つま先歩き24カ月
日階段
a 遭って昇る10カ月，降りる13カ月， b fiったま5
勢で降りる19カ月 c 両手でてすりもち昇る19カ月 ，
降りる21カ月 d 片手でてすりもち l段両足昇る25カ
月，降りる22カ月 e てすりもたずl段両足昇ると降
りる27カ月 f 片手でてすりもち 1段 l足昇る34カ月，
降りる42カ月以降 9 てすりもたず l段l足昇る，降
りる42カ月以降
m r{ランス
1 つかまらず i秒片足立ち25カ月， 2 つかまらず
2秒片足立ち37カ月 3 ケンケン2回38カ月， 4 平
陶台 a 片足おく 16カ月 b 両足で2秒立つ25カ月
c 片足台，片足床で歩く23カ月 d カニの繊歩き26
カ月 e 前後の足ずらし歩く33カ月 f 台κのり l
歩出す31カ月， g 3歩台上歩く34カ月。
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IV 跳躍
1 両足とび24カn，2 1段からのとびおり25カrJ，
3 2段からのとびおり28カ月
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Hutmann， p. J6-22， (1977) 
3) Bayley， N. Manual of the Bayley 
Scales of Infant Development. The Psy-
cological Corporation， p. 79-98， (1969) 
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(昭和61年11月1日受埋)
Summary 
269 nursery children， 10 to 43 months old， living in Osaka were examined for gross motor proficiency using of 
M・Bmethod. The method which is largely composed of Munchener funktionelle Entwicklungsdiagnostik 2 und 3 Lebens-
2) . _ • • • _. _ _ . 3) 
jahr experimental Fassung 1977 Handanweisung-and， of Man凶 1of the Bayley Scales~was constructed by us and reported 
1) elsewhere". From these results， available items for our p町 poseare selected and passage months of more .than half 
samples are presented for each item as follows， 
1 Walking: Stand alone for 5 seconds (11 months) Walk alone 3 steps (13 mos.) Walk backward 3 steps (14 mos.) 
Walk on tiptoe (24 mos.) 
2 Stairs: Crawl up (10 mos.) Crawl down (13 mos.) Go down in sitting posture (19 mos.) Walk up holding the rail 
with 2 hands (19 mos.) Wa1k down holding the rail with 2 hands (21 mos.) Walk up holding the rail with one hand， 
both feet going on each step (22 mos.) Walk up without holding the rail， both feet going onωch step (27 mos.) Walk 
down without holding the rail， both feet on each step (27 mos.) Walk up holding the rail with one hand， alternate feet 
going on each step (34 mos.) 
3 Balance: Stand on one foot without holding for one second (25 mos.) Stand on one foot without holding for 2 
seconds (37 mos.) Hop on one foot (38 mos.) Walk on walking board; Put one foot on walking board (16 mos.) Stand 
with both feet for 2 seconds (25 mos.) Walk with one foot on walking board (23 mos.) Walk sideways like a crab 
(26 mos.) Shiれ steps(33 mos.) Stand with both feet and wa1k one step (31 mos.) Walk 3 steps on walking board 
(34 mos.) 
41umping: lump offl1oor， both feet (24 mos.) lump from bottom step (25 mos.) lump from second step (28 mos.) 
( 7 )
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写真1 階段昇降 平34カ月
1.昇り f.片手I段1足
L 降り e もたず 11変両足
(8 ) 
榎本・鎌田 1・2成児の粗大運動評価法の検討
~ 
‘を
( 9 ) 
写真2 平均台
片足台、片足床で歩く
O 26カ月
カニの繍歩き
O 22カ月
3歩台上ある く
~28 カ月
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資料1 月齢別検査人数と通過率
l戎う} ~ 1j n 附 段 民分
2 3 5. 8 買高 り 2 持 り rn JI 
ひ 独 後 -:> a. c d e. f g. a. b C. d -ι と ま 遺 両 2 ずたも 片 たも 遺 盛 商り 歩 ろ 先 手 手 手 ~II 立 歩 ず つで た で 対ち 3 3 き て
段両足
段 自 て E阿h3世: 5 3 す 向 姿 軍
抄 歩 歩 抄 つ り li つ 勢 数
船 も%λ 敏 舟' 人敵 9匹 人散 % 人敵 自匹 人歎 形 人数 % 人数 % 人敏 % 金%人敵 5匹 人数 % 人敵 5匹 人数 % 曲官
一ー10 2 1 0 2 1 0 2 1 0 2 1 50 2 1 0 10 
1 111∞ 2 01 2 。 2 1 ∞ 2 50 1 2 
12 sω 8138 8 。 7 11∞ 7 。 6 33 6 01 6 。 12 8 
13 4 1 1∞ 4 11∞ 2 。 4 。 4 83 4 1 25 4 25 13 4 
I 14 6 11∞ 6 11∞ 4 1 75 5 。 5 ω 5 1 20 5 。 14 6 
15 8 1 88 8 1 88 4 却 B 01 8 。 6 83 6 1 17 6 。 15 8 
16 14 I∞ 14 1∞ 7 1 86 13 151 13 7.7 8 宮島 8 38 8 。 16 14 
17 4 1 75 8 1 13 9 。 7 100 7 1 38 7 29 17 10 
18 3 1100 3 1 33 3 1 33 3 。 3 1 33 3 ヨ3 3 01 18 3 
19 13 85 。 19 63 19 37 19 5.3 19 141 19 58 19 321 19 19 
空白 8 11∞ 4 1 50 12 61 12 33 1 。 1 551 1 36 1 3畠 20 14 
21 9 1 61 3 I 33 12 50 12 42 12 11 10 90 1 10 80 10 30 1 21 13 
22 6 1∞ 8138 14 19 13 43 、‘ 1.1 12 1∞ 12 83 1 12 58122 15 
23 
6月7
12 751 12 42 13 23 12 83 1 12 83 12 
5m8|n 24
13 
24 15 73 1 16 44 17 121 16 。 15 931 15 87 16 17 
25 14 64 20 90 初 85 19 32 r 20 10 19 89 1 19 89 1 19 131 25 20 
26 1 1 42 14 191 14 制 12 251 14 1.9 14 86 1 14 86 1 14 回 26 15 
21 12 75 20 95 1 20 関 18 561 18 22 19 1∞ 19 I∞ 19 191 21 21 
28 18 94 23 81 1 23 81 1 21 571 20 15 24 921 28 24 
29 13 85 16 100 16 100 15 ω14 7 16 100 39 院30 13 85 16 88 14 86 27 5 15 。 16 94 :叩31 12 92 16 100 15 93 15 13 15 l∞ 31 
32 8 1 63 1 100 1 45 1 12 25 12 91 1 32 12 
33 9 1∞ 1 821 10 33 1 1 9 1 l∞ 33 1 
34 12 100 13 100 12 1 58 13 46 34 13 
|号 1 l∞ 19 951 15 部「 19 41 35 19 16 94 18 制 18 61 1 18 39 36 18 
31 19 1∞ 初 1∞ 19 1 68 21 62 31 21 
38 19 1 19 19 41 38 19 
39 12 1 83 12 E品 39 12 
40 9 1 61 10 130 40 10 
41 13 1 92 13 11 41 13 
42 1 186 1 1 86 42 7 
43 1 1 50 2 。 43 2 
口は印刷過H断 材
(10) 
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資料2 月齢別検査人数と通過率
lえう} u 階 flt 圃 J、占 ラ ン ス IV rl w I>(~) 
明 2 '1 り 3. 4 5 7 主F 勾 台 2 3 1 
e f g 1 っか 2 ケ a c d e f g h 両 2 齢
tb ュ たも 抄H子ま 抄 ン 片 足両
fk7 : 
カ
前í~ 後
ー
段 殴
T r. ケ ー 足 '.t 足 n1j す :L 
て秒立2 
町
すのiりL 
台
町 の
ま1足 庄円 ン
員足
段 段 お
足片Eι 
1品 !J; 上 と r.i 'w d 立 立 2 !J; 出 歩 取
足 崎【， ち ち 閉 〈 つ き す 〈 び さ 、 t~ ト一一
船 人敵 9匹 人敵 9匹 λ裁 % 人教 5語 % 金 % 人敵 F匹 % % % % % % 金 箔金箔 人敵 %ν 齢
10 10 2 
1 1 2 
12 12 」主
13 4 。 13 4 
14 3 。 3 33 6 。 14 6 
15 81 3s 。。 5 20 5 20 15 8 
16 
トー ー 一 9 -67  22 1I 
。 3 。3 。 16 I~ 
17 6 卜与 17 17 ~ 2 。 17 10 18 3 。 3 67 。。 。 。 18 3 
19 19 1 2 50 。 14 93 71 36 。。。01 6 01 10 。 19 19 
初 1I 91 9 n 1 13 92 31 36 15 1 77 77 7.7 7 291 8 13 自 01 20 I ~ 
2n 1 10 20 4 25 
。 10 90 30 ω 30 20 10 1 10 5 201 8 13 8 13 1 21 13 
1I 主1 6 67 1 17 12 1 100 17 1 33 17 1 8.3 7 01 9 56111 27 1 1 9 1 22 15 
23 1 10 7 29 。 91 89 55 1 56 I 。。01 8 36111 27 1 1 o 1 23 13 
24 14 2宮 9 44 1 11 16 1 1∞ ~4 1 69 31 19 1 19 19 9 781 1 36 1 1 o 1 24 17 
25 18 39 14 64 1 14 18 50 I 61 29 17 1 39 o 1 15 93 17 76 17 35 25 20 
鏑2a 3Te 
12 25 1 45 9 12 50 1 75 56 33 1 29 81 10 90 1 72 9 44 26 215 1 
19 53 14 71 1 21 18 72 1 78 67 28 1 22 171 16 94 17 65 15 博
21 
21 57 1 24 。 21 81 1 33 22 郎伺 55 41 1 55 231 20 100 21 86 21 28 2~ 
15 ω 16 63 13 92 8 16 関側 63 4~ 1 43 38 15 93 15 
329 0 
16 
30 16 69 1 16 。 14 64 1 21 7 o 1 16 88 1 9~ 75 50 1 35 19 15 93 15 67 17 
31 15 87 1 15 。 15 93 1 40 14 7 16 88 1 1∞ 82 56 1 63 31 16 100 15 J(同 31 16 
32 II 91 12 。 I1 制 54 9 I1 I 73 
世8026732 団
54 12 
1 1 1 91  
32 12 
33 10 70 1I 。I1 。1 91 27 自 13 I1 l∞ 72 卜吾 33 1 制 I1 91 13 15 12 6.3 12 92 50 12 回 13 I∞ 92 1 77 l∞ 13 
19∞ 2 4
3~ 13 
3s 19 95 19 53 19 。18 1ω 67 18 33 16 88 
8877872 7 
67 63 61 19 トミ 19 J6 16 100 18 。18 。18 89 39 17 47 18 I∞ 83 関 56 J7 16 
37 19 100 21 14 21 9.5 21 95 1 52 20 45 1 21 95195 90 76 1 76 67 21 95 1 37 21 
3s 16 89 19 16 】9，3 18 89 トま 19 63 1 19 1∞ 94 2 89 79 85 74 18 1ω 36 19 39 12 100 12 33 12 25 12 I∞ 12 50 1 12 83 75 83 67 12 lI{ω m ~ I10 2 40 10 10 10 o 1 10 回関 10 70 1 10 1∞ 1∞ 90180 ω 10 
41 13 15 13 15 1 13 92 1 62 13 54 1 13 92 92 且5ht ~f需品:~2 7 1 43 7 1 43 7 1 1∞ 72 7 86 1 7 1臥J i∞ l∞ 43 2 。2 。2 1 1∞ I∞ 2 1 1∞ 2 I∞ I(同 lω l∞ 
Eコ I~ω%過過)j院を，j;す
、 ? ， ，??， ， 、
